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昭和22年（1947）岐阜県生。岐阜大学教育学部物理科

卒業。主に中学理科教師として務め、大垣市立東中学
校長で定年退職。昭和60年から平成23年まで回天楠
公社奉賛会事務局長。現在、岐阜県教育懇話会会長、
日本教師会事務局長、日本学協会評議員等を務める。

海軍少佐黒木博司遺影

黒
木
博
司
少
佐
と「楕
公
回
天
祭
」
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前
回
天
楠
公
社
奉
賛
会
事
務
局
長
）

「
楠
公
回
天
祭
」
と
は

楠
公
回
天
祭
は
、
人
間
魚
雷
「
回
天
」

を
創
案
し
た
黒
木
博
司
少
佐
を
始
め
と
す

る
回
天
勇
士
を
お
肥
り
す
る
回
天
楠
公
社

の
例
祭
で
あ
る
。

お
社
は
、
少
佐
が
師
と
仰
い
だ
元
東

京
帝
国
大
学
教
授
平
泉
澄
博
士
が
、
昭
和

三
十
九
年
九
月
、
少
佐
の
故
郷
岐
阜
県
下

呂
市
に
創
建
さ
れ
た
。
御
祭
神
は
楠
木
正

成
公
で
、
黒
木
博
司
少
佐
と
回
天
勇
士
が

合
祀
さ
れ
て
ゐ
る
。

毎
年
、
少
佐
の
命
日
で
あ
る
九
月
七

日
に
近
い
日
曜
日
に
斎
行
し
、
本
年
（
九

月
八
日
）
　
で
六
十
一
回
を
迎
へ
る
。

毎
回
、
少
佐
や
回
天
勇
士
を
慕
ふ
人
々

が
全
国
か
ら
集
ふ
。
元
回
天
隊
員
が
参
列

し
た
頃
は
、
二
百
名
を
越
す
こ
と
も
あ
っ

た
。
靖
国
神
社
元
宮
司
松
平
永
芳
氏
は
海

軍
機
関
学
校
出
身
で
、
少
佐
（
5
1
期
）
の

先
輩
（
4
5
期
）
と
し
て
、
長
年
、
参
列
さ

れ
て
ゐ
た
。

当
初
、
平
泉
博
士
が
直
会
で
回
天
の

意
義
を
語
ら
れ
た
が
、
後
に
少
佐
の
先

輩
・
知
友
な
ど
が
少
佐
の
面
影
や
回
天
の

感
銘
を
語
ら
れ
た
。
若
い
参
加
者
も
そ
の

精
神
を
学
び
、
受
け
継
ぐ
こ
と
を
誓
ふ
場

団

と
な
っ
て
ゐ
る
。

「
回
天
」
と
黒
木
少
佐

回
天
は
、
当
時
、
世
界
最
高
の
性
能

を
誇
っ
た
9
3
式
酸
素
魚
雷
を
、
一
人
乗
り

の
ミ
ニ
潜
水
艦
に
改
造
し
た
も
の
で
あ

る
。
先
端
に
1
・
5
ト
ン
の
爆
薬
を
装
填
し
、

乗
員
の
操
縦
に
よ
り
敵
艦
に
突
入
す
る
、

特
攻
兵
器
で
あ
っ
た
。

そ
の
開
発
と
兵
器
採
用
を
推
進
し
た

の
が
、
黒
木
博
司
少
佐
（
当
時
、
大
尉
。

殉
職
後
、
少
佐
に
昇
任
）
で
あ
っ
た
。

少
佐
は
、
大
正
十
年
九
月
十
一
日
、

下
呂
村
揚
之
島
で
医
院
を
営
む
父
弥
一
と

母
わ
き
と
の
次
男
と
し
て
誕
生
し
た
。

父
は
、
医
は
仁
術
を
地
で
行
く
地
元

で
信
頼
の
厚
い
名
医
で
あ
り
、
母
は
情
に

厚
い
芯
の
あ
る
賢
夫
人
で
あ
っ
た
。

特
に
母
は
常
に
「
百
人
の
人
に
笑
は

れ
て
も
一
人
の
正
し
い
人
に
褒
め
ら
れ
る

や
う
、
百
人
の
人
に
褒
め
ら
れ
て
も
、
一

人
の
正
し
い
人
に
笑
は
れ
な
い
や
う
、
正

直
で
曲
が
っ
た
こ
と
を
し
な
い
」
を
信
条

に
子
供
た
ち
を
育
て
た
。
し
か
も
、
紀
元

節
・
天
長
節
の
式
目
に
は
赤
飯
を
炊
い
て

祝
ふ
家
庭
で
あ
っ
た
。

心
身
共
に
健
や
か
に
成
長
し
た
少
佐

は
、
岐
阜
市
の
岐
阜
中
学
を
経
て
、
昭
和

十
三
年
十
二
月
、
十
七
歳
で
海
軍
機
関
学

合
し

校
に
進
学
し
た
。

少
佐
は
、
合
格
時
の
感
激
を
、
画
仙

紙
一
杯
に
「
我
先
に
海
軍
の
受
験
を
し

天
皇
の
股
肱
た
ら
ん
こ
と
を
志
す
、
而
し

て
・
・
（
海
軍
の
）
発
令
に
接
す
、
鴫
呼

男
児
の
本
懐
之
に
過
ぐ
る
な
し
」
と
大
書

し
て
ゐ
る
。

入
学
後
、
そ
の
気
概
の
ま
ま
に
猛
烈

な
訓
練
と
学
業
の
日
々
を
送
り
、
資
質
を

高
め
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
講
演
の
た
め

来
校
し
た
平
泉
博
士
と
の
出
会
ひ
に
よ

り
、
少
佐
の
志
は
確
立
し
た
。

昭
和
十
五
年
の
夏
、
休
暇
を
利
用
し

て
上
京
し
、
博
士
へ
入
門
を
願
ひ
、
翌
年

八
月
に
再
び
訪
れ
た
。
そ
の
折
の
礼
状

に
、
「
先
生
の
御
教
を
仰
ぎ
て
万
人
の
味

方
を
得
た
る
こ
と
に
て
候
」
と
書
き
、
両

親
へ
は
、
「
今
夏
完
全
に
不
動
不
抜
捌
か

も
揺
る
が
ぬ
も
の
と
為
す
こ
と
を
得
」
と

報
告
し
て
ゐ
る
。

昭
和
十
六
年
十
一
月
、
機
関
学
校
を

卒
業
す
る
と
、
戦
艦
山
城
の
分
隊
士
と
し

て
十
名
ほ
ど
の
新
兵
を
預
か
っ
た
。
吉
田

松
陰
を
理
想
と
し
て
ゐ
た
少
佐
は
、
寝
起

き
を
共
に
し
、
訓
練
も
率
先
垂
範
、
親
身

に
な
っ
て
育
て
た
。
兵
た
ち
は
「
分
隊
士

の
た
め
な
ら
死
ん
で
も
よ
い
」
と
言
ふ
ほ

ど
に
な
っ
た
。
翌
十
七
年
八
月
、
少
佐
が

潜
水
学
校
へ
入
学
す
る
た
め
退
艦
す
る
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と
、
兵
た
ち
は
別
れ
を
惜
し
ん
で
泣
い
た

と
い
ふ
。
潜
水
学
校
の
講
習
を
終
へ
る
と
、
少

佐
は
さ
ら
に
特
殊
潜
航
艇
の
講
習
員
を
希

望
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
制
度
で
は
、

艦
艇
の
長
は
兵
学
校
出
身
に
限
ら
れ
て
ゐ

た
。
そ
れ
で
も
少
佐
は
血
書
嘆
願
な
ど
を

し
て
、
昭
和
十
七
年
十
二
月
、
や
う
や
く

許
可
さ
れ
、
機
関
学
校
出
身
者
と
し
て
初

め
て
の
講
習
員
と
な
っ
た
。

配
属
さ
れ
た
呉
海
軍
工
廠
魚
雷
実
験

部
は
、
特
殊
潜
航
艇
の
訓
練
と
研
究
・
生

産
を
行
っ
て
ゐ
た
。
少
佐
は
海
軍
兵
学
校

出
身
の
九
人
と
猛
訓
練
を
始
め
、
特
殊
潜

航
艇
の
改
良
に
力
を
発
揮
し
た
。

昭
和
十
六
年
に
真
珠
湾
攻
撃
で
始
ま

っ
た
大
東
亜
戦
争
は
、
緒
戦
で
成
功
を
収

め
た
も
の
の
、
昭
和
十
七
年
六
月
の
ミ
ッ

ド
ウ
ェ
ー
海
戦
に
敗
れ
て
か
ら
形
勢
が
逆

転
し
た
。
少
佐
は
、
日
本
の
劣
勢
を
知
る

に
つ
け
、
特
殊
潜
航
艇
で
は
間
に
合
は
な

い
と
感
じ
た
。

同
室
の
仁
科
関
夫
中
尉
（
戦
死
後
、

少
佐
に
昇
任
）
と
連
日
、
戦
局
挽
回
の
策

を
練
り
、
9
3
式
酸
素
魚
雷
を
改
造
し
て
人

間
が
操
縦
を
す
れ
ば
、
大
き
な
戦
果
が
期

待
出
来
る
と
思
ひ
つ
い
た
。

少
佐
は
回
天
の
設
計
図
を
書
き
、
海

軍
省
へ
兵
器
と
し
て
採
用
す
る
や
う
請
願

を
し
た
。
し
か
し
、
上
層
部
は
必
死
の
戦

法
は
採
ら
な
い
と
し
て
拒
否
し
た
。

け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
屈
せ
ず
、
昭
和

十
九
年
五
月
、
あ
ら
た
め
て
「
急
務
所

見
」
と
題
し
た
長
文
の
嘆
願
書
を
血
書
で

認
め
、
海
軍
省
に
提
出
し
た
。

そ
の
前
文
は
「
未
だ
聖
底
を
安
ん
じ

奉
る
事
を
得
ざ
る
、
鴫
呼
臣
が
罪
誅
に
当

た
る
」
に
始
ま
る
。

そ
れ
以
下
、
第
一
に
「
死
の
戦
法
に

徹
底
す
べ
き
こ
と
」
と
し
て
人
間
魚
雷
の

早
期
採
用
を
説
く
。
第
二
に
「
天
下
の
人

心
を
一
に
す
べ
き
こ
と
」
と
し
て
吉
田
松

陰
の
言
葉
を
引
い
て
、
「
真
に
天
朝
を
憂

ふ
」
人
材
を
育
成
す
べ
き
で
、
何
を
守
る

か
の
信
念
を
明
確
に
も
つ
国
民
を
育
て
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
ゐ
る
。
第
三
に

「
陸
海
軍
一
致
す
べ
き
こ
と
」
と
す
る
。

両
者
の
主
導
権
争
ひ
と
い
ふ
悪
弊
を
取
り

除
き
、
一
致
し
て
戦
ひ
に
臨
め
る
や
う
提

言
す
る
。
最
後
に
「
緊
急
の
策
を
即
刻
断
行
す

る
こ
と
」
と
し
て
、
特
攻
兵
器
の
製
造
、

補
給
線
の
確
保
を
求
め
て
ゐ
る
。

建
白
書
は
高
松
宮
殿
下
の
台
覧
に
も

供
せ
ら
れ
、
海
軍
上
層
部
に
与
へ
た
影
響

は
大
き
く
、
昭
和
十
九
年
六
月
、
や
う
や

く
回
天
は
兵
器
に
採
用
さ
れ
た
。

九
月
初
め
、
山
口
県
大
津
島
の
魚
雷

（J

実
験
場
に
回
天
基
地
が
開
設
さ
れ
た
。
少

佐
と
仁
科
中
尉
は
、
指
導
者
と
し
て
隊
員

の
訓
練
に
当
た
っ
た
。

訓
練
二
日
目
の
九
月
六
日
、
天
候
が

荒
れ
て
ゐ
た
。
訓
練
を
中
止
す
る
や
う
、

仁
科
中
尉
か
ら
勧
め
ら
れ
た
が
、
少
佐
は

「
風
雨
が
あ
つ
て
も
敵
は
待
っ
て
く
れ
な

い
」
と
し
て
、
樋
口
孝
大
尉
（
殉
職
後
、

少
佐
に
昇
任
）
の
艇
に
同
乗
し
た
。

し
か
し
、
荒
波
に
よ
り
樋
口
艇
は
海

底
へ
突
入
し
て
し
ま
っ
た
。
翌
朝
、
捜
索

隊
が
発
見
し
た
時
に
は
、
既
に
二
人
と
も

息
絶
へ
て
ゐ
た
。
二
人
は
満
二
十
三
歳
を

週
へ
る
直
前
で
あ
っ
た
。

艇
内
に
は
多
く
の
遺
書
が
残
さ
れ
、

壁
に
「
大
日
本
帝
国
万
歳
、
天
皇
陛
下
万

歳
」
と
あ
り
、
ノ
ー
ト
に
は
事
故
の
経
過

や
そ
の
理
由
、
回
天
の
改
良
点
な
ど
が
克

明
に
記
さ
れ
て
ゐ
た
。

そ
し
て
、
陛
下
へ
の
お
詫
び
と
共
に

平
泉
博
士
や
先
輩
諸
友
へ
の
感
謝
を
綴

り
、
仁
科
中
尉
へ
後
事
を
託
し
て
ゐ
た
。

末
尾
に
あ
っ
た
黒
木
少
佐
の
遺
詠
に
、

「
死
せ
ん
と
す
益
男
子
の
か
な
し
み
は
留

め
護
ら
ん
魂
の
空
し
き
」
と
あ
り
、
絶
筆

は
「
君
が
代
斉
唱
、
神
州
ノ
尊
、
神
州
ノ

美
、
我
今
疑
ハ
ズ
、
完
爾
ト
シ
テ
ユ
ク
、

萬
歳
」
で
あ
っ
た
。

基
地
の
人
々
は
二
人
の
見
事
な
最
後

に
感
動
し
、
皆
一
丸
と
な
っ
て
激
し
い
訓

練
を
続
け
て
い
っ
た
。

十
一
月
八
日
、
仁
科
少
佐
を
隊
長
と

す
る
「
神
潮
特
別
攻
撃
隊
菊
水
隊
」
が
出

撃
し
た
。
同
月
二
十
日
、
菊
水
隊
は
南
太

平
洋
ウ
ル
シ
ー
湾
の
艦
船
を
急
襲
し
、
大

き
な
戦
果
を
あ
げ
た
。

以
後
、
金
剛
隊
・
千
早
隊
・
多
々
良

隊
と
、
少
佐
が
崇
拝
し
た
楠
公
に
関
は

る
名
を
冠
し
た
回
天
隊
が
、
続
々
と
出

撃
し
た
。
「
七
生
報
国
」
を
合
ひ
言
葉
に

一
千
四
百
名
余
の
若
者
が
隊
員
に
志
願

し
、
一
四
五
名
が
亡
く
な
っ
て
ゐ
る
。

楠
公
回
天
祭
の
意
義

少
佐
の
志
願
は
、
皇
国
護
持
に
あ
り

国
民
の
一
人
一
人
が
楠
公
の
精
神
に
目
覚

め
、
尽
く
す
こ
と
で
あ
っ
た
。

戦
後
の
我
が
国
は
、
占
領
政
策
の
影

響
に
よ
り
、
そ
の
精
神
を
失
ひ
、
今
に
至

っ
て
ゐ
る
。
我
が
国
内
外
の
危
機
的
な
近

況
を
見
る
と
、
少
佐
が
懐
い
た
祖
国
の
将

来
へ
の
不
安
が
、
現
実
の
も
の
に
な
っ
て

ゐ
る
と
感
じ
る
。

回
天
祭
は
有
志
の
集
ふ
さ
さ
や
か
な

祭
典
で
あ
る
が
、
今
後
、
祖
国
復
興
の
聖

地
に
な
る
こ
と
を
念
願
し
な
が
ら
、
奉
賛

会
員
一
同
、
継
続
す
る
こ
と
に
努
め
て

ゐ
る
。
　
　
（
令
和
六
年
五
月
六
日
記
）


